




〔目的〕 

 先天性心疾患児が,体重増加不良等の発育障害を伴うことが多いのはよく知られており,

栄養摂取やエネルギー代謝等の関与も指摘されている。また,精神運動発達の面にも影響が

及ぶとされている。そこで，チアノーゼ型先天性心疾患児の脳の発達をより客観的に評価

するための一つの方法として,大脳の形態,とりわけ脳実質容積を検討した。 


